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『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
下
記
掌
理
』

に
お
け
る
評
価
基
準
比
較鈴

木
愛

　
は
じ
め
に

　
「
大
名
評
判
記
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
は
、

延
宝
3
年
と
、
元
禄
1
4
年
に
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

（
評
者
）
は
誰
な
の
か
、
何
を
目
的
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
対
象
と
さ
れ
て

い
た
読
者
と
は
誰
な
の
か
等
々
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は

こ
の
「
大
名
評
判
記
」
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
二
書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
評
価
基
準
の
比

較
を
行
う
こ
と
で
、
何
を
基
準
と
し
て
可
・
不
可
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
評
価
基
準
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
否
か
、
ま
た

『
武
家
勧
懲
記
』
『
申
楽
記
後
馬
』
の
差
異
等
に
も
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
尚
、
評
価
基
準
の
比
較
に
関
し
て
『
諌
懲
記
後
正
』
は
、
共
同
作
業
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
基
準
を
活
用
し
た
。

　
評
価
基
準
と
理
想
像
　
　
「
主
将
ノ
法
」

　
評
価
基
準
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
「
主
将
ノ
法
」
「
文
武
」
「
文
」
「
武
」
「
生
得
」

「
所
行
」
「
道
（
道
理
）
」
「
徳
」
と
い
っ
た
項
目
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
に
対
し
、
早
出

で
あ
る
「
愚
智
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
の
抽
出
（
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の

前
後
の
文
脈
の
抜
き
出
し
）
を
行
っ
た
。
後
述
す
る
『
諌
懲
記
筆
意
』
に
関
し
て
も
、
同

様
の
作
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
作
業
よ
り
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
藁
薦
記

後
釜
』
両
蓋
の
土
ハ
通
す
る
い
く
つ
か
の
傾
向
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
ず
共
通
す
る
事
項
と
し
て
「
主
将
ノ
法
」
（
そ
の
他
「
君
子
ノ
法
」
「
人
主
ノ
法
」
と

い
っ
た
記
述
も
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
同
様
の
「
法
」
を
規
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
）
に
関
す
る
記
述
が
　
つ
の
総
合
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
理
想
像
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
第
五
巻
、
松
平
光
仲
の
評

文
を
見
れ
ば
「
将
ト
シ
テ
文
武
之
心
掛
ナ
キ
処
不
足
ト
ス
。
サ
レ
共
勇
気
ヲ
備
工
和
順

ナ
ラ
バ
善
将
ト
出
ツ
ヘ
シ
。
義
理
ヲ
正
シ
行
跡
寛
々
ト
シ
テ
曲
豆
ニ
シ
テ
不
奢
不
食
ハ
是
君

子
之
法
二
叶
ヘ
リ
」
と
し
て
、
理
想
像
と
し
て
の
（
「
君
子
三
法
」
に
叶
う
）
評
価
と
し
て

は
「
文
武
之
心
掛
」
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
光
仲
自
身
に
つ
い
て
「
義
理
」
が
正
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
「
行
跡
」
が
良
い
こ
と
等
か
ら
「
君
子
之
法
二
叶
ヘ
リ
」
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
他
に
も
第
六
巻
、
有
馬
頼
元
の
評
文
で
も
「
人
主
ト
シ
テ
文
道
ヲ
心
掛
サ
ル
処
不

足
ト
ス
ル
所
ナ
レ
ド
モ
武
法
ヲ
学
ヒ
弓
馬
ノ
嗜
ミ
有
テ
可
ナ
リ
。
才
智
発
明
ニ
シ
テ
行

跡
正
シ
ク
仁
義
ヲ
旨
ト
シ
好
悪
ナ
キ
処
能
道
ヲ
守
り
其
徳
器
二
富
リ
。
天
性
主
将
ノ

法
用
叶
フ
」
と
し
て
、
同
様
の
評
価
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
理
想
像
に
反

す
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
十
五
巻
、
鍋
島
直
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
文
武
ノ

道
一
生
欠
テ
モ
不
足
ト
ス
ル
ニ
両
様
ト
モ
ニ
不
学
ト
キ
野
虫
家
業
逸
品
主
将
ノ
法
ヲ
忘
却

ス
ル
ニ
等
シ
」
と
評
さ
れ
、
文
武
両
道
の
学
び
が
な
い
こ
と
を
「
主
将
ノ
法
ヲ
忘
却
ス
ル

野
津
シ
」
と
し
て
い
る
。
以
上
の
例
か
ら
「
主
将
ノ
法
」
に
叶
う
基
準
と
は
①
文
武
の
学

び
②
「
行
跡
」
「
所
行
」
が
良
い
こ
と
が
基
本
的
評
価
基
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
第
十
三
巻
、
松
平
光
永
に
対
す
る
「
文
武
抜
道
ヲ
不
学
ト
書
ス
。
サ
レ
共
本

文
之
通
リ
行
跡
法
二
叶
フ
ト
キ
ニ
ハ
不
学
ト
ハ
云
下
蔭
シ
。
」
と
い
う
評
価
か
ら
も
見
て

取
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
武
の
学
び
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
行
跡
が
法
に
叶
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
問
が
な
い
と
は
言
い
難
い
と
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
基
準
が
基
本
的

に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
二
十
五
年
余
の
歳
月
を
経
て
記
さ
れ
た
『
諌
註
記
後

証
』
で
は
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
評
価
基
準
に
変
化

は
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
四
巻
、
藤
堂
高
久
に
関
す
る
愚
評
を
見
れ
ば
「
士
将
ハ

文
武
両
道
二
至
達
ナ
ク
ン
ハ
不
可
。
夫
文
道
武
法
日
車
ノ
双
輪
二
等
シ
ク
、
或
左
右
ノ

腕
共
、
去
ン
］
方
響
テ
ハ
叶
ヒ
難
シ
。
主
将
ト
シ
テ
文
武
ヲ
兼
備
ヘ
テ
以
テ
心
ヲ
正
シ
、

身
ヲ
修
メ
能
国
家
ヲ
導
ク
ヲ
本
意
ト
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
「
主
将
ト

シ
テ
」
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
さ
れ
お
り
「
文
武
両
道
」
を
兼
ね
備
え

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
評
価
基
準
と
同
様
で
あ
る
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と
い
え
る
。
こ
の
他
に
も
第
二
十
二
巻
、
板
倉
重
清
は
「
一
郡
一
村
ノ
主
ト
ナ
リ
テ
文

道
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ハ
不
足
ナ
ラ
ン
」
、
ま
た
第
二
十
四
巻
、
樫
村
政
朝
は
「
行
跡
正
ト
ク
家

士
民
間
ノ
憐
ミ
ト
ナ
レ
ハ
主
将
ノ
道
二
叶
フ
所
ナ
リ
」
と
さ
れ
、
理
想
像
と
し
て
文
武

の
学
び
と
「
行
跡
」
「
所
行
」
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
に

変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
第
五
巻
、
松
平
光
仲
の
長
文
が
示
す
よ

う
に
文
武
の
学
び
以
上
に
「
行
跡
」
や
「
所
行
」
が
重
視
さ
れ
、
「
家
士
民
間
」
を
憐
れ

む
事
忌
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
諌
懲
記
後
正
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
（
、
）

　
細
部
に
関
し
て
差
異
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
文
武
の
「
修
得
」

が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
「
心
掛
」
や
「
（
明
メ
ン
ト
）
欲
ス
ル
」
（
、
）
こ
と
に
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
。
『
諌
懲
記
後
歯
』
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

大
名
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
心
意
気
」
「
や
る
気
」
の
よ
う

な
も
の
を
評
価
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
時
を
経
た
『
諌
書
記
後
面
』
で
は
「
心

意
気
」
「
や
る
気
」
か
ら
「
修
得
」
を
そ
の
評
価
対
象
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
文
武
」
に
対
す
る
評
価

　
以
上
の
よ
う
に
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
諌
懲
記
後
正
』
両
書
の
評
価
基
準
に
お
い
て

「
文
武
ノ
学
ヒ
」
は
評
価
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
文
武
」
と
い
う
語
句
が
規
定
す
る
要
素
の
詳
細
を
見
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。　
ま
ず
語
句
に
関
し
て
「
文
武
」
に
含
有
さ
れ
る
要
素
と
し
て
は
、
「
文
道
」
「
文
理
」

「
武
道
」
「
武
法
」
「
武
芸
」
「
武
勇
」
「
武
備
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
文
武
」
と
い

う
括
り
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ

要
素
で
あ
る
。
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
諌
懲
記
後
正
』
に
共
通
し
て
云
え
る
こ
と
と
し

て
、
文
v
武
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
武
家
勧
懲

記
』
第
八
巻
、
戸
田
黒
部
の
評
文
を
見
れ
ば
「
文
ヲ
先
ニ
シ
武
ヲ
後
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
人

主
口
無
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
し
、
第
十
九
巻
、
松
平
定
時
に
関
し
て
は
「
主
将
ト
シ
テ

文
道
ヲ
学
ヒ
武
法
ヲ
好
マ
サ
ル
ハ
片
倉
。
又
武
ヲ
学
ン
テ
モ
文
ヲ
不
知
ト
キ
当
無
可
也
ト

セ
ス
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
藍
玉
記
上
野
』
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
『
諌
懲
記
後
正
』
第
七
巻
、
松
平
長
知
の
祖
父
に
対
す
る
全
文
で
は
「
文
道
ノ
学

ヒ
ナ
ク
武
法
ヲ
嗜
ミ
生
得
剛
勇
ニ
シ
テ
物
事
荒
キ
ヲ
好
ミ
和
順
ナ
ラ
ス
」
と
し
て
、
文

を
学
ば
ず
に
武
を
嗜
む
と
和
順
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
武

勇
ヲ
宗
ト
シ
文
道
ヲ
不
学
点
可
也
ト
云
難
シ
。
文
理
二
王
セ
サ
ル
ノ
勇
ハ
血
気
ノ
勇
ニ

シ
テ
我
慢
邪
撫
ノ
基
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。
」
（
、
）
と
い
う
評
文
が
示
し
て
い
る
通
り
、
文
を
含
ま

な
い
武
、
つ
ま
り
、
精
神
や
理
論
の
な
い
「
武
」
は
「
血
気
ノ
勇
」
「
匹
夫
ノ
勇
」
と
さ
れ
、

国
を
乱
す
元
で
あ
る
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
な
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
v
武

の
関
係
が
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
武
芸
」
「
武
勇
」
は
武
の
要

素
の
中
で
も
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
武
法
」
は
「
文
理
」
の

要
素
を
含
ん
だ
武
と
し
て
、
車
輪
の
両
輪
や
翼
の
両
翼
の
片
方
（
4
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
文
に
関
し
て
は
、
そ
の
学
び
が
あ
る
こ
と
は
大
抵
プ
ラ
ス
の
評
価
基
準
と
さ
れ
る

が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
文
の
前
後
の
文
脈
に
仏
道
や
神
道
に
関
す
る
学
び
が
記
述

さ
れ
る
例
が
あ
る
。
十
八
巻
の
本
多
重
照
の
「
文
武
ノ
道
ヲ
不
学
、
仏
道
計
ラ
好
ム

点
、
良
ト
チ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
」
や
第
九
巻
、
稲
葉
正
則
の
「
文
武
神
道
ヲ
学
ハ
ル
ル
点
人
主

ト
シ
テ
ハ
志
ス
ヘ
キ
法
也
。
殊
二
神
道
ハ
和
国
之
徳
行
ナ
レ
ハ
最
モ
志
ス
ヘ
キ
所
二
近
年
其

沙
汰
ト
シ
」
と
い
っ
た
評
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仏
道
に
関
し

て
は
「
仏
道
計
ラ
好
ム
点
、
良
ト
チ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
神
道
に
関
し

て
は
「
殊
二
神
道
雨
曇
国
之
徳
行
ナ
レ
ハ
最
モ
志
ス
ヘ
キ
所
」
と
い
う
評
文
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
『
諌
懲
記
後
戸
』
で
は
、
仏
道
や
神
道
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
含
め
、
大
変
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
名
の
評
価
が
行
わ
れ
る
う
え
で
、
基
本
と
な
っ
て
い
る
文
武
は

多
く
の
要
素
を
含
む
評
価
基
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
武
に
関
し

て
言
え
ば
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
『
諌
懲
記
後
正
』
の
過
程
に
お
い
て
大
き
な
評
価
基

準
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
武
家
勧
懲
記
』
に
お
け
る
「
前
後
冷
評
」

　
評
価
基
準
の
構
成
要
素
を
探
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
愚
評
の
中

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
前
後
之
評
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
着
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
武

家
勧
懲
記
』
の
第
八
巻
以
降
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
が
、
例
と
し
て
は

「
文
道
ヲ
不
学
武
法
ヲ
少
々
心
掛
ラ
ル
ル
ト
カ
や
評
論
前
後
二
宮
ス
」
（
一
。
）
「
前
世
モ
論
ス

ル
如
ク
主
将
ト
シ
テ
文
道
ヲ
達
シ
テ
モ
武
法
二
子
カ
ナ
ル
ト
キ
ニ
ハ
不
足
ト
ス
」
（
，
）
と
言
っ
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た
文
脈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
前
後
之
評
」
と
は
何
を
示
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

後
者
の
「
前
ニ
モ
論
ス
ル
如
ク
」
と
い
う
記
述
の
み
で
あ
れ
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
以
前
に

成
立
し
た
大
名
評
判
記
、
『
諌
忍
記
』
（
，
）
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
「
前
後
」
と
い
う
表
現

は
何
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
大
名
に
関
し
て
『
諌
懲
記
後
弾
』
と
の

照
合
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
致
し
た
大
名
に
関
し
て
は
、
評
文
の
記
述
の
仕
方
は

異
な
る
も
の
の
文
意
・
評
価
は
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
顕
著
な

例
が
第
二
十
一
巻
の
朽
木
季
綱
の
「
人
主
ト
シ
テ
文
武
ノ
道
二
疎
キ
ト
キ
ニ
ハ
生
得
善

質
タ
リ
ト
云
ト
モ
敢
行
半
過
チ
有
ヘ
シ
。
故
二
野
ス
ル
毎
二
良
ヲ
論
ス
ル
。
」
と
い
う
評
文

で
あ
る
。
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
第
十
六
巻
に
朽
木
種
昌
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
内
外
ノ
徳
備
ハ
レ
ハ
誠
二
誉
レ
ノ
将
タ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
評
ス
ル

毎
二
良
ヲ
論
ス
ル
。
」
と
い
う
評
価
は
朽
木
家
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
『
武
家
勧
懲
記
』
を
著
述
し
て
い
く
際
に
「
後
之
評
価
」
を
ど
の
よ
う
に

知
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
今
回
延
宝
3
年
置
成
立
と
し
て

み
て
き
た
『
武
家
勧
懲
記
』
が
い
く
つ
か
の
版
を
重
ね
、
『
千
歯
記
後
正
』
以
降
に
成
立

し
た
も
の
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
「
後
之
評
価
」
と
は
も

っ
と
近
い
時
代
に
成
立
し
た
他
の
大
名
評
判
記
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
前
後
之
評
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
『
諌
詳
記
後
正
』
に
は
見
ら
れ
な

い
記
述
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
記
述
に
関
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
お
わ
り
に

　
本
論
で
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
を
対
象
と
し
、
評
価
基
準
の
比
較
を

行
う
こ
と
で
、
何
を
基
準
と
し
て
可
・
不
可
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
評
価
基
準
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
否
か
等
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
評
価
基
準
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
「
文
武
」
「
所
行
」
「
行
跡
」
「
生
得
」

等
の
総
合
評
価
で
あ
る
「
主
将
ノ
法
」
が
、
大
名
理
想
像
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
「
文
武
」
に
含
ま
れ
る
要
素
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
「
主
将
ノ
法
」
に
叶

う
基
準
と
し
て
文
武
の
修
学
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
所
行
」
「
行

跡
」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
文
武
」
に
お
い
て
は
文
V
武
と
い
う
関
係
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
『
諫
懲
記
後
正
』
へ
の
過
程
で
変
化
し
た

と
考
え
ら
れ
る
評
価
要
素
と
し
て
は
、
「
心
掛
」
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
た
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
心
意
気
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
大
名
理
想
像

の
浸
透
を
図
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
に
関
連
し
た
事
項
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
回
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
の
評
価
基
準
の
比
較
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
が
、
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
か
ら
『
武
家
勧
懲
記
』
を
基
軸
と
し
て

前
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
他
の
大
名
評
判
記
を
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
評
価
基
準
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
の
大
名
評
判
気
に
対
し
、

語
句
定
義
の
基
礎
作
業
を
行
っ
た
上
で
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
取
り
組
み
た
い
。

【
注
】
（
1
）
『
諌
懲
記
後
馬
』
第
二
十
四
巻
、
樫
村
政
朝
「
文
武
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ハ
大
二
不
足

タ
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
行
跡
正
ト
ク
家
士
民
間
ノ
憐
ミ
ト
ナ
レ
ハ
主
将
ノ
道
二
叶
フ
所
ナ

リ
」
。
第
二
十
六
巻
、
遠
山
正
徳
「
文
武
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ト
云
ト
モ
行
跡
好
意
ノ
意
地
ナ

ク
所
行
宜
シ
ト
ナ
レ
ハ
難
ス
ヘ
キ
様
ナ
シ
」

（
2
）
『
武
家
勧
懲
記
』
第
十
巻
、
永
井
管
長
「
文
武
ヲ
学
ヒ
其
道
理
ヲ
明
カ
ニ
セ
ン

ト
欲
セ
ラ
ル
ル
点
訳
モ
主
将
之
嗜
ミ
君
子
之
法
二
宮
ヘ
リ
」

（
3
）
『
武
家
勧
懲
記
』
第
二
十
巻
、
大
田
資
次
。

（
4
）
文
武
は
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
例
え
で
語
ら
れ
る
。

（
5
）
第
八
巻
、
本
多
政
長
。

（
6
）
第
二
十
五
巻
、
山
内
垂
直
。

（
7
）
万
治
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
た
め
。

卜2
3

一



酬
鋼

蘇
薄

汁
菌
菌

帥
H
＼
踏

掛
聾

掻

卑

識
響

肝
調

断
漏

ヨ
諭

藩
諏
・
瞭
購

一
細
粥
丹
諄
叫
錨
廉
対

粍
蘭
引
韓
口
〉
叩
曽
田
皐
帥
翻
瞳
＼
帥
苗
斗
貸
ヨ
卍
輯
回
μ
罫
嵐
蕗
1
1
圃
一
」
蝿
珊
唱
齋
耐
刈
畑
）
湘
加
畠
温
辟
＼
3

済
脾
く
悔
講
器
押
脚

諾
密
丹
欝
叫
錨
沫
畑

済
聾
瑚
韓
π
唐
刈
〉
メ
聾
細
唱
細
T
侍
辿
マ
7
計
ぐ
＼
珊
淋
療
τ
〉
聾
轟
糊
市
田
u
黛
“
メ
轟
噸
湿
叩

㊥
憐
聾
S
母
墜
腎
「
知
話
」
「
菌
莇
」
θ
勘
辱
（
緑
q
義
蒲
ワ
サ
炉
昏
5
＾
白
蘭
伴
C
ぺ
多
型
伴
ワ
9
8
畿
S
盛
叫
舜
ワ
。
）
⑲
「
聾
」
舜
面
酵
酔
S
。

洪
凋
稲
孟
錨
沫
囲

計
酋
T
ぐ
沸
漢
劃
嵐
瑚
罫
藩
ヌ
V
＞
餅
〉
廿
畑
N
＼
叶
蕊
〉
描
画
澗
准
引
“
針
㌔
▼
藺
＼
蹄
）
粥
町
即
薙
料
＼
琶
〉

露
〉
掛
＼
針
辣

□
〉
製
＼
黒

（
ま
囲
週
）
菌
酋
1
1
紹
申
諭
響
温
直

丑
零
珊
謎
鐘
召
請

肝
属
断
針
7
苧
1
1
＞
皿
沸
7
粛
甦
諦
G
藤
肖
酬
蕃
」
▽
7
汁
ぐ
N
＞
巾
庭
＼
□
淋
h
l
》
＼
鞘
卜

皿
調
Ψ
塙
V
申
轟
刈
㌔
▼
」
r
珊

詩
計
冊
面
覇
酋
叫

ト
蕊
＼
串
導
〉
榔
君
田
謡
μ

閏
跨
国
隣
聡
4
鏑
滞
蜘

（
卜
断
7
や
湘
）
昇
製
＼
雌
耀
1
1
引
醸
や
印
）
画
期
＼
罫
碕
引
湘
針
〉
ψ

滑
聾
田
唾
π
十
瞭
副
瞭
＼
嚇
㍊
酬

囲
醇
輯
1
1
＞
紹

褻
曝
詰
塒
－
趣
評
斗
や
￥
＼
一
隷
や

障
跨
韻
湘
嬰
誹
舞
錨
㎜
謡

蹄
事
嵐
1
1
耳
ぼ
圏
面
斗
」
▼

昇
聾
く
詰
導

断
幅
刈
哲
V
7
斗
“
）
掛
聾
副
蕗
糊
艦
V
申
藍
？
ワ
帥
周
島
図
引
ヨ
訟
田
H
N
♪
堕

跨
判
日
読
噌
別
記
激

陸
珊
1
1
糊
昌
醸
灘
藻
刈
」
▼
溶
冊
繭
醤
一
酎
粛
餌

笛
三
崩
丹
噌
覇
酋
望

巽
繭
掛
卑
Ψ
母
」
∫
博
勢
斗
や
7
へ
〉
瀞
皿
諜
7
蕊
祉
卵
毒
」
面
識
開
〉
著
ご
嬉
圖
槻
矯
陣
癒
」

ウ
聾
謝
響
＃
1
1
応
甫
誉
劉
1
1
喘
莇
7
坤

喘
蕊
1
ー
ラ
鯨
・
諭
堺
π
「
嵐
」
義
講
ず
。
．
〔
ワ
び
0
伴
。
円
蓋
C
畿
引
写
鱗
母
き
d
ワ
ぴ
疎
矧
奔
舜

，

一732一



跨
・
麺
醗
阿

旨
猷
陛
温
莇
1
1
＞
申
諭
響
引
呵

嵐
幅
S
陣
描
。
「
蕗
」
嘩
噌
か
臼
伴
訪
躍
劉
。
聾
鼻
つ
つ
蝉
昇
d
需
紳
①
ぎ
＾
ツ
針
C
♂

鼻
謬
判
附
削
壁
覇
聖
断

⇒
一
目
肝
乖
＋
窩
翻

跨
望
汁
露
冴
汁
》
筒
謹
白

済
聾
剛
引
緑
貼
辟
乖
〉
浅
爵
斗
貸
N
7
へ
H
准
嵐
鞭
”
躍
⊂
曙
宙
細
“
7
寸
Ψ
、
▽
凄
酎
〉
廿
熾
×

隣
骸
Z
O

黙
Z
Ω
＼

露
“
萄
引
喝
艶
酋
罫

」

朝
跨
判
漂
動
4
萄
冷
喜

階
蘭
〒
》
細
〉
済
聾
周
耕
翻
〉
申
逗
ぜ
ワ
瑚
目
〉
跡
測
繭
図
誹
画
蝿
畑
価
町
糊
針
魏
7
N
。

滑
聾
副
嵐
〉
楓
＼
沼
罫
酔
旨
C
。
1
計
》
寸
引
〉
＝
＋
π
牒
ぐ
。

聲
弔
固
藩
4
覇
螢
耐

済
聾
ム
ワ
帥
・
諏
選

一832一



掛
酔
）
細
酌
副
罫
’
泌
＼
沼
糊
付
誉
〉
。

畔
蕗
ヨ
田
田
詔
π
湘
済
嵐
“
引
韓
剛
湿
申
榊
蕊
＼
厨
卿
斗
唱
メ
7
凶

①針
調
号
謂
汁
盈
轍
沸

》
榊
く
惜
蘭
＼
蕗

鶏
宙
畔
噌
錨
副
帥

》
階
7
紹
棚
昇
聾
副
嵐
測
恐
π
料
鰯
u
棚
畑
ヰ
」
▼
7
華
1
1
）
ウ
酬
轄
臨
h
や
湘
蘇
慈
舗
☆
罫
嵐
瀟
斗
こ
7
即
7
市
甜
守
〉
引
蝋
＼
串
禦
市
針
斗
ぐ

田
罵
剛
瓢
7
“
9
ミ
▼
7
斗
▽
〉
ヨ
要
略
洲
斗
や

卜
磁
羅
H
汁
翻
謝
弼
離
醐

辟
論
同
や
貸
融
穂
豊
面
h
細
p
」
r
凄
喘
斗
く

蕃
期
慧
N
導
菰
即

跨
粕
汁
哲
甫
繭
隣
補

◇
針
琳
＼
醤
斗
“
V
1
1
瑠
メ
〉
若
溶
斗
呼
。
喘
蕊
7
凶
〉
＞

刈霞
判
咽
お
喝
繭
諦
無

滑
調
林
7
市
断
Ψ
哩
㌔
ヨ
鞘
叫
〉
十

跨
剰
漆
齪
部
面
冊
回

〈
謬
跨
器
π
〉
ラ
識
准
μ
同
や
貸
嵐
1
1
鮒
紹
画
槻
瑚
価
V
〒
露
時
U
」
『
」
▼
ヨ
瓢
日
陪
お
耀
糊
庸
㌔
▼
…
諜
N
＞
十
掛
斗
紹

済
聾
剛
馴
林
〉
刮
T
愈
ヰ
マ
准
諭
彗
引
蹴
斗
景
1
1
湾
引
〉
圖
蝿
酔
ヰ
剛
市
蕗
さ
r
＞
や

薗
＃
課
鞭
甘
葛
舜
諦

済
聾
劃
嵐
剛
悪
刈
〉
幅
剛
辛
、
〈
」
ワ
湿
田
目
〉
識
祠
冴
U
V
強
瑚
譜

o
り

材
脳
号
謂
》
諜
㍊
弼
爵
蜘

囎
弼
耐
莇
口
）
酷
報
蝉
准
1
1
諮
翻
▽
」
r

掛
罎
唱
引
母
聾
蕗
刈
》
心
ラ
嘩
“
、
ξ
▽
7
廿
ぐ
購
罫
晋
黙
h
鱒
N

「932一



疹
嗣
隣
丹
甫
箔
滑
陶

三
碧
糊
尋
メ
」
r
勤
㍊
蜘
珍
期
酎
酔
料
一
－
や
申
藍
汁
〉
薫
蕊
酔
筆
直
ヰ
ぐ
瀞
蕪
1
1
図
諮
1
1
＞
叫
「
×

皐
鎧
酎
剃
冴
》
翼
弼
津
酬

用
回
μ
や
印
肯
隠
Ψ
細
7
N
斗
マ
〉
］
▽
済
製
母
、
〈
ミ
▽
磐
斗
」
▼
〉
ψ
6
卸
卍
謝
耐
ン
室
㌦
。

掛
蚕
蕗
田
塙
刈
、
ξ
▼
狂
う
鄭
ヘ
ヰ
弛
山
や

露
里
困
測
耕
諦
愈
r

凋
田
酎
「
』
鶏
弼
卑
画

聾
肝
G
げ
滑
。

㊤

跨
粕
》
爵
》
醗
咄
弼
蟄
附

肝
誌
7
V
湘
〉
掛
丼
剛
帖
π
画
柵
糊
H
曽
蹄
導
瑚
細
畑
轟
川
研
1
1
閾
」
▼
諭
勢
こ
司
》
阿
卜
μ
断
巾
〉
升
酎
1
1
巾
）
獅
＋
π

渓
期
淋
番
唱
日
課
繍

併
髄
謙
曲
1
1
紹
叩
蹄
酵
融
ぐ
汁
斗
▽
）
温
》
叶
調
＼
恭
ヰ
や
岱

辟
訪
・
串
導
↓
酔
厚
臼
「
ぺ
S
燗
測
。

埠
晋
黙
陛
瑠

書
碓
H
即
び
門
扉
銭
曝
伴
卜
占
。
＼
晋
黙
阯
曙

聾
嵐
酎
鮒
や
甫
）
蝿
囲
醤
引
鋤
阿
麗
斗
一
」

δ

畑
判
、
」
’
涛
聖
遷
卑

湘
晋
聡
酎
繭
剛
踏
メ
旨
面
V
7
↓
「
黙
黙
酵
…
ざ
伴
舜
蒔
S
汁
菌
瑠
輩
譜
嘩
叫
申
S
サ
。

汁
タ
痢
圧
圏
4
瀦
期
曜
曲

掛
聾
阿
B
研
田
樗
刈
μ
簿
酎
H
蟷
坐
圓
図
V

一

〇
42皿



副
聖
メ
識
罰
簸
脚
茄

詳
蘭
回
田
Ψ
）
》
H
7
や
湘
〉
ウ
鋪
M
、
▽
〉
紹
圖
蝿
坐
知
く
耐
阿
》
’
掛
製
酎
轟
躍
斗
☆
申
）
爵
嵐
H
や
旨
畑
や

■

「
ウ
嘩
」
さ
「
野
叫
び
」
［
叶
義
升
蝸
。
o
冊
…
針
汁
菌
伴
「
ぺ
S
弓
田
渤
1
ぐ
山
V
法
瑚
嘗
併
ぎ
べ
つ
ぴ
斥
ワ
ゆ
［
伴
サ
。
ウ
鄭
劉
伴
ワ
ゆ
菅

聾
閨
門
阿
鯉
藏
昂

拝
滋
§
》
オ
▼
嬉
曜
N
＞
恭
勢
寸
V

ゴ

搾
判
噸
剛
粥
錨
堺
酋

輯
棺
毘
喘
湘
辮
加
漏
斗
十
財
阿
出
刮
漸
併
爺
輝
圃
1
1
や
申
謙
沼
斗
U
＞
琳
7
罫
メ
〉
“

丹
三
醇
藩
甫
》
藺

拝
姻
＼
晋
黙
一
－
罫
醇
嚇
7
誹
N
＞
竹

欝
〉
済
即
Ψ
轄
π
螂
刈
哩
」
蝿
珊
魍
讃
耐
オ
“
」
ミ
闇
汁
喘
占
4
－
7
群
N

帥
墾
田
併
“
蝋
針
岱

耕
蟻
湘
嬰
》
課
彌
蕊

耕
済
＼
醤
言
置
“
〉
湘
魁
「
固
罫
N
」
▼
目
引
薄

蒔
離
瑚
帯
加
面
ウ
併
）
済
嵐
剛
引
林
磐

聾
嵐
瑚
轟
卜
勢
鳴
岱

済
辣
Ψ
ワ
革
蹄
響
踊
魏
7
や
寸
斜
欝
斗
恭
紐

一
萄

涛
胴
檎
》
H
菰
珊
圃

製
錐
刈
塙
川
細
劉
甫
斯
珊
淋
鵬
魏
麺
市
刮
蒔
。
ヰ
▽
准
済
碓
糊
引
纏
7
斗
ぐ
）
田
猷
鳶
7
帥
瀞
湘
踏
育
陛
緻
1
1
刈
畑
メ
。
目
猷
酔
酬
7
諜
メ

陸
半
一
群
4
錨
望
誹

跨
鴫
階
鐸
温
覇
鍋
副

刊
箔
譲
瞭
甫
□
瞬

滑
製
刈
母
π
囲
蝉
湖
潟
噸
温
D
ゆ
メ
ロ
〉
喘
卑
1
1
醐
」
r
斯
旱
M
＞
廿
Ψ

毒
諺
譜
罫
甫
錨
瓶
粛

済
嵐
聾
蕗
田
細
“
7
轟
刈
」
▼
」
マ
斯
萬
黛
㌔
▼
針
帥

一142一



お

秀
判
田
厨
甫
…
塑
袖
型

舜
田
）
懐
蝋
申
蒔
－
』
山
［
」
臣
｝
r
7
凶
、
r
7
計
1
1
＞
湘
洲
引
酔
田
錦
癒
畑
V

団
三
陛
豫
捌
鏑
㎜
課

舛
嵐
糊
母
π
鯉
母
固
斗
〉
跳
輝
榊
苫
1
1
や
巾
串
響
蟄
旨
斗
、
r
掛
劇
岱
。

珊
鶏
違
調
甫
荊
脚
塒

跨
剰
南
藩
4
覇
凍
涛

糾
面
審
暑
岨
覇
酬
購

謎
湘
圧
温
蔚
判
煎
軽

辟
軸
ン
司
珊
＼
雪
’
蝉
歯
酔
測
斗
“
V
。

一
阜

跨
蔦
蓄
知
培
覇
淋
》

論
河
旗
魍
難
忌
ワ
酬
翻
訟
Ψ
爵
川
槻
珊
刈
痢
腿
寸
頑
」
▼
♪
曽

「
晋
1
1
市
剖
N
寒
雲

藩
胴
糾
一
呑
鏑
即

へ
刈
唐
十
露
一
－
申
引
簿
〉
嚇
粥
淋
国
用
　
斗
や
7
＞
賄
出
斗
野

圖
聖
3
課
鶏
翻
蹄
醸

爵
普
号
澱
》
離
鶏
知
珊
叫

3

晋
黙
D
濤
赴
嘗
守
滋
7
＞
引
滑
帽
剛
継
π
温
図
ヰ
㌔
▼
聾
引
禍
〒
辻
V

書
嵐
癖
曹
響

一242一



跨
望
翻
耳
弔
覇
細
麟

済
製
測
曾
q
尊
沸
斗
惣
7
凶
♪
7
市
’
針
掃
聯
π
斗
貸
1
1
）
袖
副
嵐
7
市
1
1
樽
V
印
料
帽
Ψ
淵
図
冴
1
1
輯
川
享
1
1
謙
寸
“

」

跨
判
論
調
4
錨
匝
瞬

♂

舛
製
劃
罎
糊
継
刈
〉
滋
＼
耕
帥
7
N
」
マ
副

跨
韻
計
露
玉
菰
茄
望

聾
刈
黙
1
1
望
湘
滑
叫
晋
1
1
N
㌔
▼
〉
陣
蕗
唐
。
躁
瑚
蓉
1
1
憐
田
黙
1
1
斗
×
〉
著
〉
際
斗
こ
7
。

滑
S
階
莇
。

嵩

河
〉
翻
珊
＼
罫
狂
噸
H
や
咽
珊
日
閾
」
▼
1
1
藤
索
糊
誹
忌
皿
U
捕
計
Ψ
曽
図
メ
や
申
育
諜
瑚
識
“

埣
）
き
蘇
田
脚
V
＞
聾
酬
Ψ
h
’
塒
圏
魍
温
Ψ
ご
1
1
斗
N
Ψ
針
鄭
7
N

醤
珊
田
M
）
マ
ト
廿
田
口
ご
斗
畑
）
階
繭
＼
蕗
1
1
環
窪
」

諦
ロ
面
繭
唱
菰
国
研

瓢
職
。

滑
聾
咽
》
心
纏
）
、
▼
」
▼
掛
蘭
さ
▽
＼
針
麟
晋
黙
1
1
即
、
r
廿
u
7
☆

美
胴
□
蒔
乳
酪
嚇

滑
Ψ
掛
や
陣
田
態
ぼ
聾
辮
樹
購
庸
轟
刈
」
ミ
r
）
鼎
1
1
旱
〉
こ
。

聾
帥
躁
麟
曲
説
ゆ
。

｝342｝



＃
卜
茜
滋
4
鏑
目
露

滑
聾
阿
研
刈
椎
π
料
醐
”
引
臨
7
十
1
1
＞
聾
細
刈
こ
7
市
脚
巨
拗
＼
梱
h
忌
申
辟
誌
＼
針
醜
斗
Ψ
N
…
卜
階
＼
招
蹄
斗

一
〇
。

針
諏
削
強
－
』
欝
騨
強
弼
謹落

齢
灘
濤
甫
錨
脚
諒

舛
沸
剛
林
π
圃
μ
閾
“
、
▼
㌔
▽
磐
育
螺
刷
叩
7
＞
引
蕊
引
舜
割
申
蝿
罰
副
則
藻
刈
、
▼
1
1
育
蘭
7
帥

洪
財
酎
剃
罰
麺
課
湘

臨
面
斗
亭
μ
溝
申
）
壊
N
三
針
〉
や
。
》
叶
1
1
＞
繭
加
V
メ
㌔
r
醤
斗
闇
」
。

脾
嵐
剛
轟
卜
旨
蝿
淋
庸
廟
計
雛
刮
唐
。

》
計
汁
「
ぺ
荒
言
露
Z
O

済
聾
＼
嵐
瑚
倒
緑
’
タ
嵐
卑
“
”
嘱
卜
勤
’
畑
7
虫
×
〉
昔
焔
×
。

昇
）
贈
糊
＼
目
弊
。

脾
）
欄
帽
＼
節
斗
▽
）
卑
蕊
7
瞭
湘
詳
回
1
1
昇
7
恭
1
1
）
升
1
1
聯
蝋
庸

ヰ
マ
准
3
嵐
盤
割
〉
㌔
Ψ
、
τ
虹
蝸
7
1
1
＞
魁
π
メ
。

階
蘭
）
画
柵
＼
珍
卑
＼
琶
瞭

「
踏
蓉
鯵
」

掛
難
刈
緑
π
哲
磐
畑
嬰
’
暑
糠
＃
周
細
“
7
ゆ
」
ξ
▼
糊
階
鵡
＼
蕗
D
＞
沸
》
脅
、
▼
＼
罎
ま
」
。

お

》
降
升
苫
甫
嶺
軒
酵

陛
㎜
面
翻
期
覇
薄
耐

融
隔
離
陵
喝
覇
牌
罫

拝
罫
晋
隙
ロ
へ
≧
」
。

梅
韻
隣
丹
噌
菰
茄
罫

鈴
撰
H
＞
黛
辟
輪
μ
庸
凄
1
1
紹
湘
蝿
甘
痢
國
唱
刈
〉
マ
加
証
こ
洲
珍
D
掴
昌
こ
酬
申
＼
蕗
臼
早
〉

跨
鞘
醐
肖
甫
覇
詔
遡

冊
繭
雪
▼
＼
轟
川
）
掛
聾
＼
嵐
壮
」
。

畑
田
呵
2
》
醗
鶏
弼
蜘
圃

⇒
導
H
や
☆
嵐
田
喝
Ψ
㌔
ξ
▼
）
酢
莇
1
1
＞
鰐
忌
。

N
O

掛
聾
剛
林
π
癬
Ψ
訟
U
斯
悔
将
研
斗
㌔
▼
D

渦
回
d
鍬
⑳
法
欝
π
↓
弗
洋
S
聲
鐸

彦
判
淋
寄
4
菰
冊
塀

昇
S
学
［
叫
「
詐
」
。
聾
S
》
再
「
刮
」

錯
ゆ
団
謳
4
鐘
麟
鋸

跨
“
強
蹄
明
鏑
謡
罷

昇
聾
＼
嵐
口
q
〒
辛
u
〒
引
加
7
ゆ
V
。

一442一



済
製
＼
噛
ワ
嘩
刈
く
申
嵐
謝
刈
磐
臼
皿
魏
7
蝿
珊
蒲
謎
け
酪
刈
」
▼
。

憐
蹄
§
ワ
法
［
斗
桟
趾
ぴ
サ
伊
’
賭
事
暢
渉
さ
さ
叫
く
舜
⑳
S
d
勝
び
。

踏
禦
伺
〉
☆
畿
〃
粥
帥
斗
寸
丁
加
〉
脅
⊂
卸
市
蕊
＼
誹
酬
壮
」
。

曽

落
山
口
諫
4
図
解
薄

耕
掛
庸
廿
π
斗
町
1
1
）
口
調
7
坤
《
〉
＞
。

汁
田
繭
楴
甫
荊
踏
涛

聾
覇
Ψ
湘
7
曽
昇
耐
瑚
引
曝
勢
刮
薩
T
帥
灘
忌
。
掛
幡
1
1
醐
ゆ
ヰ
㌔
ぐ
＼
梱
〉
旨
排
＼
温
1
1
紹
沸
躁
面
曽
霜
＼
蹴
7
斗

掛
曜
段
舜
C
’
独
語
Z
O

染
半
誹
H
汁
肖
聾
耶

蒔
略
針
湘
勘
苫
斗
こ
7
副
μ
マ
〉
肝
酋
＼
枡

弼
薗
丑
階
4
菰
酬
欝

軸
ワ
サ
【
斗
焼
’
肖
θ
黙
嘩
離
軸
「
葎
葎
8
’
癌
融
調
曝
莇
引
当
ぴ
。
．
臼
き
舜
騨
き
眺
．
咄
d
勝
か
。

苫
誹
噸
引
4
榊
趙

》
階
7
や
湘
済
聾
＼
嵐
1
1
日
華
〒
華
1
1
＞
陪
覇
喘
堺
療
こ
7
即
7
市
鐸
3
冠
頭
哨
針
〉
＞
。
磐
1
1
瑠
N
」
マ
甫
1
1
加
剛
罫
メ

障
障

芦
判
創
圏
錨
冊
鑑

卦
済
＼
嘗
守
斗
“
）
畔
マ
＼
酋
脅
⊂
。

済
聾
糊
号
々
橡
ぼ
諭
辱
醐
蹴
斗
著
7
躰
1
1
＞
灘
N
＞
階
斯
斗
Ψ
。

錯
群
囲
鵡
4
覇
詔
甜

画
蝿
畑
酪
図
V
7
野
愈
〉
済
聾
劃
嵐
田
緑
M
狐
甲
照
壮
」
。

済
製
瑚
搬
引
纏
瑚
引
湘
7
オ
V
。

酔
蕗
糊
轟
川
ヨ
市
榊
蓄
樹
蛇
細
闘
降
湘
翻
田
囲
刈
マ
⇒
響
圏
忌
町
逓
鵬
唱
紐
畑
7
意
薯
ξ
▼
勤
’
陛
繭
＼
耕
鯨
斗
　
」
。

冷
翻
珊
9
鶏
弼
昂

鮒
耕
d
蹴
小
θ
d
註
記
所
き
焼
。

悼
ω

督
掛
＼
旨
町
斗
U
＞
曝
マ
＼
蕊
黛
一
」
。

涛
半
強
躍
弔
冴
肖
聾

酪
螺
＼
諒
γ
坤
〉
Ψ
。

掻
聾
Ψ
引
林
泊
齢
軸
i
詐
＼
掬
癒
ヨ
r
欝
鐸
叩
享
田
引
識
翻
魏
7
で
巾
蹄
響
隠
廿
斗
」
マ

蒔
田
審
丹
甫
鏑
罫
翻

針
憐
＼
器
守
斗
畑
）
瞬
ぐ
＼
莇
黛
こ
。

薗
＃
田
』
略
賄
詔
識

一542一



芦
剰
卜
堀
⇒
覇
肖
淋

辟
諒
＼
蕗
）
諸
細
諦
□
謎
酔
ラ
7
凶
≧
」
。

障
鼻

蓬
田
E
蔦
司
剰
粛
聾

鈴
響
川
ロ
ψ
貸
珊
珊
＼
削
蕪
刈
廿
計
勢
囲
畑
＼
陣
譜
7
岩
〉
や

擁
酔
田
穿
々
愚
π
⇒
響
醸
邑
斗
㌔
▼
掛
醸
1
1
旛
や
幅
副
司
承
刈
〉
溝
擢
繭
十
調
7
加
〉
世
」

面
幽
翠
’
［
無
配
「
調
」
伴
C
べ
「
融
」
づ
蹴
ぴ
。

欝
三
南
黙
4
簸
3
棟

薗
南
藩
4
鶏
繭
厨
叫

悼
朝 強
醐
瞬
冴
》
灘
鶏
弼
弧
識

E
2
酎
筒
冴
》
粛
弼
胆
風

晋
B
市
誹
メ
㌔
マ
醤
☆
瀞
莇
7
や
湘
昇
嵐
側
醜
ぐ
申
卍
聾
蕗
目
響
廿
斗
」
ぐ
7
箭
1
1
）
引
袖
〒
N

罫
臼
市
罫
×
」
▼
…

耕
滑
＼
誉
守
斗
U
＞
曝
マ
＼
莇
庸
一
㌔
。

針
掃
＼
措
☆
斗
畑
〉
嘘
マ
＼
莇
喰
」
。

卦
茸
囲
繭
略
錨
譜
畑

済
凹
田
引
粧
7
市
き
三
田
馴
職
蝋
醐
瑚
H
メ
臼
溝
申
〉
引
林
＼
恐
疎

卦
滑
＼
岩
☆
斗
“
）
嘩
マ
＼
蘭
喰
、
。

N
⑦

陸
圏
E
薄
甫
高
温
鞘

粛
π
o
ワ
ペ
。
囎
コ
」
刈
諭
舅
禺
々
7
や
沸
三
二
剛
賜
簸
仕
辿
ミ
▼
勢
’
嚇
糠
隙
磐
＼
識
無
⊆
」
。

勢
引
餅
蕪
3
冴
》
陥
㎜
購
蜘

掛
聾
田
》
々
韓
π
蹄
巽
環
け
斗
」
▼
掛
’
袖
恥
糊
藤
㌔
▼
＼
耕
斗
闇
」
。

準
田
斗
守
蹄
奪
禺
舞
脅
」
▼
）
蘭
＼
耕
醜
鴻
〉
ぐ

蟄
ら
鞘
〉
註
愚

｝642一



汁
半
獅
碗
簸
訟
畑

昇
聾
画
引
恐
斯
倒
踵
直
。
面
V
済
瑚
帖
π
聾
酪
瑚
廊
や
諭
響
睡
や
ご
U
図
》
湘
樽
〉
、
マ
梱
階

劃
三
□
羅
二
三
二
二

陪
刈

階
賄
＼
蕗
1
1
早
≧
」
聾
N
＞
“
掛
斗
〉

ド
脚
強
“
弔
菰
蔚
望

済
聾
副
嵐
瑚
纏
π
錆
響
嚇
1
1
ぐ
申
蝋
斗
や

殴
聾
田
樽
刈
諮
＼
蘭
7
忌
申
含
翅
＼
黙
圓
〉
諭
」
▼
」
マ
欺
’
□
護
侍
畑
」
▼
、
▼
）
圖
鶉
剛
慰
G
曲
忌
－
亘
沖
蒔
7
＼
川
ウ
乖
U
㌔
▼

博
聾
＼
嵐
帽
魍
唾
）
、
▼
、
▼
磐
1
1
躇
響
癌
週
」
。

障
c
o

礎
育
灘
糊
贈
諦
脅
」
▽
麟
ぐ
酵
莇
7
凶
〉
整

跨
判
諫
翻
噌
菰
鑑
醸

耕
済
S
》
。

蓬
田
2
剖
頒
粛
》

済
聾
剛
引
線
弊
蕗
田
細
畑
7
オ
蟄
▼
」
マ
漸
’
聯
雷
1
1
彗
嬬
1
1
腰
〉
。

1

蝋
酔
珊
讐
㍊
年
回
譲

鮒
柚
7
凶
’
禦
ロ
瀞
幽
癒
、
r
卜
〉
醐
署
斗
曽
。

劃
薗
蘭
繭
“
覇
脚
＃

掛
幅
剛
覗
懸
興
蕗
田
昂
b
狐
詳
晋
聡
1
1
購
曽
。

雌
蓮
占
卜
婚
鴫
脚
漏

2
1
1
書
耐
卜
）
享
謙
ゆ
メ
。
ヰ
ぐ
准
噌
ワ
鯨
H
「
計
廿
甦
1
1
引
螺
斗
〉
。

一742一


